








マの 1つであろう O 昨今の欧米では、その問題に対する哲学的な取組が改めて見直されている
ようである Oその問題解決へ向けて、様々の哲学的立場からの様々の仕方での試みが見られるo
そうした中でわれわれは、アーベルによって唱えられた「超越論的語用論Transzendentalprag-
matikJ からする規範倫理学の基礎付けに、注目してみた ~'o その哲学的倫理学の試みは、アー














































況を変更することにより予防しようとする意志の確定。 3) 1)の状況を、 2)の共通的意志
に即するよう改変するために適した行為を、指定すること。例えば、種の救済に見合うだけの

























































































































































































るO 基礎付けの一切の試みには、三つの選択肢が与えられるだけである。 a) I無限の背進






























































































































































































































ち、理性的な実践的合意を得るように、努めなければならない倒 o J 
規範4(N 4) 0 I理想的なコミュニケイション共同体の実現に接近するような、そのような


































































































手が『否、惑星の数は9である』と異議を唱える」としよう O その場合、 「私は、異論を無視
せずに誰が正しいのか吟味して、しかる後に結論を引き出すように、即、この場合だと私の立
言が誤りであるからこれを撤回するようにと、 N2に基づき義務付けられる、このことは、明




















































































































































側面への反省>を展開する上で、次のような実例を挙げている柵 o I私は言明する、 「この
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